
 
～東中の教育～  
 
□学園教育目標 「ふるさとを愛し、夢や希望の実現に向けて、仲間と共に高めあう子ども」 
□目指す生徒像 「夢の実現に向け、表情豊かで粘り強く行動する生徒」 
□目指す教師像 「子どもの未来を信じ、明るく楽しく安全に、生き生きと学ぶ教師」 

 

 

 

 

～巻頭言～ 

 

 

 

 

「見方・考え方」 

    校長 七 田 伸 克 

14日に始業式を行い、新年のスタートと

ともに、3学期が始まりました。本年も、札

内東中学校の教育活動に対し、保護者・・地域

の皆様のご支援とご協力をよろしくお願い

いたします。 

私たち教職員も、生徒たちとともに全力

で取り組んでまいります。全校一丸となっ

て、充実した締めくくりの学期にしていき

たいと考えています。 

 

さて、今回は人の成長に欠かすことので

きない、物事の・「見方・・考え方」について話

題にしたいと思います。 

私たちは、同じ出来事に出会っても、人に

よって感じ方や受け止め方が違います。 

テストの結果が思うようにいかなかった

とき、「もうだめだ」と感じる人もいれば、

「次に生かそう」と考える人もいます。    

また、部活動や行事でうまくいかなかっ

たとき、「失敗した」と終わらせるのか、「大

切な経験ができた」と捉えるのかで、その後

の行動は大きく変わってきます。 

 ですから、物事を様々な角度から見て、考

えることは、大切なことのように感じます。 

例えば・・・ 

「疲れた」は、「頑張った」証拠です。 

「緊張する」は、「本気」で向き合っている

証拠。 

「怒る」は、「真剣」だった証拠。 

「悔しい」は、「逃げずに向き合っていた」

証拠。 

「笑顔」は、「本当に楽しい」証拠。 

 

視点が変わることで思考が変わり、思考

が変わることで、言動が変わっていきます。 

 

「心が変われば行動が変わる。 

行動が変われば習慣が変わる。 

習慣が変われば人格が変わる。 

人格が変われば運命が変わる。」です。 

（アメリカの哲学者・・心理学者であるウィリアム・

ジェームズの名言。元プロ野球選手の松井秀喜氏の

座右の銘でもあります） 

3年生にとって、この3学期は進路選択

という大きな節目を迎える時期です。 

不安や緊張、悔しさを感じる場面もある

かもしれません。しかし、それらはすべて、

本気で自分の進路と向き合っている証です。

これまで積み重ねてきた努力を信じ、自分

自身の力を発揮してほしいと思います。 

また、1・・2年生にとっては、これまでの

学校生活を振り返り、次の学年へと進級す

るための大切な準備期間です。 

できるようになったことや成長した自分

に目を向けると同時に、次に向けて何を大

切にするのかを考える学期でもあります。 

一人一人が、自分なりの・「見方・・考え方」

を大切にしながら、次のステージへと歩み

を進めていく3学期となることを期待して

います。 
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校訓「探究・錬磨・友愛」 

教育目標 

・創意工夫し，自ら学ぶ子 

・心身をきたえ，生命を尊ぶ子 

・信頼を大切にし，協力し合う子 



 ２０日間の冬休みを終え、３学期がスタートしました。事故や大きなトラブルもなく、子ども

たちが元気に始業式を迎えられたことを、大変うれしく思います。始業式では、各学年の代表が

これまでの学校生活を振り返るとともに、新しい年に向けた抱負を発表しました。それぞれの言

葉からは、次の段階へ進もうとする決意や成長の跡が感じられました。 

 ３学期は、１年間のまとめの学期であると同時に、来年度への大切な橋渡しとなる学期です。

○３年生にとっては、中学校生活の集大成となる学期であり、進路決定に向けた受検を含め、自 

分自身と真剣に向き合う時期でもあります。これまで積み重ねてきた努力を信じ、最後まで粘り

強く挑戦してほしいと思います。 

○２年生は、次年度に最高学年として学校を支える立場になります。日々の学校生活の中で、自

ら考え行動する意識を高め、３年生からのバトンを受け取る準備を進めていくことが求められま

す。 

○１年生は、新入生を迎える先輩としての役割が始まります。学校生活の基本を振り返り、後輩

のよい手本となる行動を意識しながら、さらに成長していってほしいと思います。 

 一人一人が自ら判断し、考え、行動する経験を重ねることで、この３学期が次のステージにつ

ながる充実した時間となることを期待しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教育活動の様子 

 

目指す生徒像「夢の実現に向け、表情豊かで主体的に行動する生徒 

 
 １２月２５日（木）吹奏楽部によるクリスマスコンサートが、今年も校内で開催されました。

このコンサートは、毎年楽しみにしている生徒や教職員も多く、本校の冬の恒例行事の一つとな

っています。 

 当日は、クリスマスにちなんだ楽曲をはじめ、親しみやすい曲目が演奏され、校内は華やかで

あたたかな雰囲気に包まれました。日頃の練習の成果を発揮し、息の合った演奏を披露する部員

たちの姿からは、音楽を通して思いを届けようとする気持ちが伝わってきました。 

  

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
令和７年度 東学園（東中・白人小・北小）目指す子どものキーワード「行動」 

教育活動の様子 

 
 本校出身のスピードスケート選手、稲川くるみさんがオリンピックに出場します。世界の舞台

で活躍する先輩の姿は、在校生にとって大きな誇りであり、夢や希望を与えてくれる出来事で

す。この度、その応援の気持ちを形にするため、生徒会が中心となり、全在校生が一人一人の思

いを寄せ書きに記しました。「自分の力が出せるようがんばってください」「東中全員で応援し

ています」など、温かい言葉が旗いっぱいに広がり、学校全体の気持ちが一つになったと思いま

す。本校で過ごした日々が、今につながり、世界へと羽ばたいていく姿は、努力を積み重ねるこ

との大切さを私たちに教えてくれます。寄せ書きに込めた全校生徒のエールが、選手の力とな

り、最高の舞台での活躍につながることを心より願っています。 

 

 

 
 スピードスケートで全国大会に出場する本校の選手６名が、教育委員会を訪問しました。大会

出場の報告とともに、これまでの練習の成果や全国大会に向けた意気込みを伝えました。 

 当日は、教育委員会の方々から温かい激励の言葉をいただき、選手は落ち着いた表情で感謝の

気持ちと決意を述べていました。日々の努力を積み重ねてきたことへの評価とともに、町を代表

して大会に臨むことへの期待が寄せられました。 

 全国という大きな舞台に挑戦する姿は、在校生にとっても大きな励みとなります。これまで支

えてくださった方々への感謝の思いを胸に、持てる力を存分に発揮してくれることを願っていま

す。大会は１月３０日（金）～２月３日（火）で行われます。 

 

 

 



○吹奏楽部 アンサンブルコンテスト  

 管楽四重奏 金賞  

                           

 

 

 

 

  

 打楽器四重奏 銀賞 

  

 

 

 

 

 

 

○全十勝中学生学年別卓球大会  

中１女子シングルス 優勝  

 

 

 

 

 

 

中１男子シングルス 準優勝 

 

 

 

 

 

 

 

中２男子シングルス ベスト８  

・市川士恩、高田颯志、田中和也 

 

 

 

 

 

 

 

  

  


